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幅
広
い
薬
効
を
期
待
で
き
、
鎮
痛
作
用
の
あ
る
生
薬
製
剤
を
設

計
す
る
一
助
と
し
て
、
我
々
は
テ
リ
ア
カ
の
再
検
討
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
過
程
で
、
中
国
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
受
容
に
興
味
を

覚
え
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
・

中
国
に
お
け
る
テ
リ
ァ
カ
の
最
初
の
記
述
は
、
唐
代
の
「
新
修

本
草
」
で
あ
り
、
第
十
五
巻
獣
類
部
に
「
底
野
迦
味
辛
苦
平
無
毒

主
百
病
中
悪
客
杵
邪
気
心
腹
積
聚
出
西
戎
」
、
「
彼
人
云
用
諸
膳
作

之
状
似
久
壊
丸
薬
赤
黒
色
胡
人
時
将
至
此
亦
甚
珍
貴
試
用
有
効
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
、
後
の
時
代
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ャ
医
学
か
ら
ア
ラ
ブ
医
学
や
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
都
市
薬
局

方
に
継
承
さ
れ
た
テ
リ
ア
カ
は
一
般
に
き
わ
め
て
多
く
の
生
薬
か

ら
な
る
。
こ
れ
ら
と
比
べ
る
と
、
中
国
で
記
述
さ
れ
た
「
諸
膳
」

か
ら
な
る
テ
リ
ア
カ
が
だ
い
ぶ
違
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う

妬
中
国
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
受
容

中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

な
テ
リ
ァ
カ
の
記
述
か
ら
判
断
し
て
、
中
国
で
は
外
国
由
来
の
、

こ
の
薬
物
を
正
し
く
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

著
者
ら
は
ア
ラ
ブ
医
学
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
を
調
査
す
る
中

で
、
泉
彪
之
助
先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（
冨
○
の
①
切

言
巴
日
○
国
昼
＄
》
巨
獣
ｌ
届
晨
）
が
二
九
八
年
に
記
し
た
著
作
の

英
訳
本
、
倉
弓
吊
胃
尉
①
○
ご
酉
耐
○
易
色
目
弓
房
ヰ
ン
ロ
画
号
蔚
喚
》

国
９
国
胃
切
言
戸
冒
ｇ
閏
（
匿
急
）
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ

イ
モ
ニ
デ
ス
は
当
時
の
エ
ジ
プ
ト
の
主
権
者
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
宮

廷
の
医
師
で
あ
っ
た
折
、
大
衆
用
テ
リ
ア
カ
と
ミ
ト
リ
ダ
テ
ス
舐

剤
の
管
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
サ
ラ
デ
ィ
ン
の
第
一
の
側
近
、
カ
ー
デ

ィ
ー
・
ア
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ル
の
求
め
に
応
じ
て
、
本
書
を
著
し
た
。

こ
の
中
で
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
「
全
て
の
種
類
の
毒
に
特
別
な
作

用
を
も
つ
単
味
薬
と
複
合
薬
を
国
田
島
①
１
月
と
言
う
が
、
こ
れ

は
ペ
ル
シ
ャ
語
の
房
国
○
閏
に
由
来
す
る
」
と
述
べ
、
「
複
合
薬
と

し
て
、
大
テ
リ
ア
カ
、
ミ
ト
リ
ダ
テ
ス
テ
リ
ア
カ
、
４
種
の
テ
リ

ァ
カ
を
、
単
味
薬
と
し
て
、
エ
メ
ラ
ル
ド
、
動
物
の
ベ
ゾ
ア
ー
ル
」

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
動
物
性
の
ベ
ゾ
ア
ー
ル
の
解
毒
作

用
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
こ
れ
は
緑
色
～
青
緑
色
の
ド
ン
グ
リ
の
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よ
う
な
も
の
で
、
（
動
物
の
）
胆
嚢
で
形
成
さ
れ
、
層
状
を
な
し
て

い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
考
盧
す
る
と
、
『
新
修
本
草
」
な
ど
が
「
諸
膳
」
と

し
て
記
述
し
た
テ
リ
ア
カ
は
、
ア
ラ
ブ
医
学
の
ベ
ゾ
ア
ー
ル
で
あ

る
可
能
性
も
浮
上
す
る
。

中
国
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
記
述
は
十
三
世
紀
以
前
に
編
募
さ

れ
た
と
言
わ
れ
る
「
回
回
薬
方
」
に
も
見
ら
れ
る
。
本
書
は
、
「
苔

児
牙
吉
即
是
七
八
十
味
或
百
十
味
薬
合
成
的
膏
子
」
と
し
て
、
ア

ラ
ブ
医
学
本
来
の
テ
リ
ア
カ
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
本
草
綱
目
』
（
一
五
○
九
年
）
で
は
未
だ
に
テ
リ
ア
カ
を
「
猪
膿
」

と
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
中
国
伝
統
医
学
で
は
、
本
来
の
テ

リ
ア
カ
が
後
代
に
至
る
ま
で
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

こ
の
理
由
を
考
え
る
上
で
、
テ
リ
ア
カ
と
同
様
、
中
国
伝
統
医

学
が
西
域
か
ら
導
入
し
た
解
毒
薬
、
「
ア
ガ
ダ
薬
」
と
の
比
較
が
参

考
に
な
る
。
ア
ガ
タ
薬
は
唐
代
の
経
方
言
、
『
千
金
翼
方
』
に
も
収

載
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
医
学
由
来
の
解
毒
・
万
病
薬
で
あ
る
。
ア

ガ
タ
薬
の
処
方
が
仏
典
の
中
に
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
「
陀

羅
尼
集
経
」
、
『
不
空
絹
索
神
変
真
言
経
』
な
ど
）
、
中
国
伝
統
医
学
の

経
方
言
に
収
載
さ
れ
て
い
る
ア
ガ
タ
薬
は
仏
典
を
介
し
て
導
入
さ

れ
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
テ
リ
ア
カ
は
薬
品
と
し
て
中
国
に
伝
わ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
本
来
の
テ
リ
ア
カ
は
練
り
薬
（
マ
ジ
ュ
ン
）
で
あ

る
が
、
丸
薬
に
も
容
易
に
作
り
得
る
。
こ
の
た
め
、
中
国
に
伝
わ

っ
た
テ
リ
ア
カ
が
多
味
の
薬
剤
か
ら
な
る
丸
薬
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
、
「
諸
膳
」
で
あ
る
か
、
判
別
が
困
難
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

つ
（
》
Ｏ

江
戸
時
代
、
日
本
に
も
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
テ
リ
ア
カ
が
導
入
さ
れ

た
。
多
数
翻
訳
さ
れ
た
テ
リ
ア
カ
の
処
方
の
中
に
、
複
合
製
剤
に

混
じ
っ
て
、
「
狗
宝
」
、
「
猪
胆
、
龍
胆
」
な
ど
、
ベ
ゾ
ア
ー
ル
に
関

連
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、

中
国
に
お
け
る
テ
リ
ア
カ
の
混
乱
は
、
ア
ラ
ブ
医
学
の
解
毒
剤
の

中
に
、
複
合
製
剤
と
ベ
ゾ
ア
ー
ル
と
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
に
由

来
す
る
と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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）


